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新
た
な
時
代
を「
飛
躍
」の
年
に

鮫
川
村
議
会
議
長

星

 

一
彌

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
を
代
表
し
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や

か
に
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

日
頃
か
ら
村
議
会
に
ご
理

解
と
ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜

わ
り
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
第
１
２
６

代
天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
、

「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」へ
時
代

が
移
り
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一

方
で
は
、
10
月
12
日
に
発
生
し

た
台
風
第
19
号
、
そ
の
後
の
豪

雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
り
、

本
村
を
は
じ
め
東
日
本
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

改
め
て
被
災
さ
れ
た
方
々
に
謹

ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
村
に
お
き
ま
し
て
も
１
日
も

早
い
復
旧
・
復
興
を
め
ざ
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
統
一
地
方

選
挙
の
年
で
も
あ
り
、
本
村
に

お
い
て
も
議
会
議
員
選
挙
、
議

会
議
員
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
２
名
の
議
員
が
加
わ

り
、
本
村
議
会
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
３
月
議
会
定
例
会

に
お
き
ま
し
て
、
鮫
川
村
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
公
正
中

立
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と

も
に
、
村
民
の
負
託
に
応
え
、

豊
か
で
幸
せ
な
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
開
か
れ
た
議
会
環
境
を

め
ざ
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

昨
今
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
、
議
員
の
な
り
手
不

足
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

議
会
活
動
を
通
じ
、
村
民
と

情
報
を
共
有
し
、
意
思
や
地

域
の
課
題
を
住
民
の
代
表
機
関

と
し
村
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
、
わ
れ
わ
れ
議
会
人
と
し
て

果
た
す
役
割
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
一
層
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京

を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
本
県
に

お
い
て
も
野
球
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
２
０
２
０
年
が
村
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
平
和
で

希
望
に
満
ち
、
健
康
で
明
る
く

幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ



住宅（背後地）・農地の
早期復旧をめざす

12月
定例
議会

　
１２
月
定
例
会
が
１２
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の

３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
日
目
に
、
一
般
質
問
を
行
い
４
名
の
議

員
が
登
壇
し
、
令
和
２
年
度
の
施
政
方
針
と
予

算
編
成
、
台
風
第
19
号
等
に
よ
る
災
害
復
旧

整
備
に
つ
い
て
な
ど
を
取
り
上
げ
、
村
政
を
質

し
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
等
８
件
や
令
和
元
年
度
補
正
予
算
９
件
に

つ
い
て
の
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

陳
情
２
件
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

常
任
委
員
会
に
付
託
を
し
ま
し
た
。

　
第
２
日
目
に
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
と
産

業
厚
生
常
任
委
員
会
の
合
同
議
案
調
査
を
開

き
、
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
、
審
議
し
た
条
例
の
一
部
改
正
、

補
正
予
算
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
付
託
の

陳
情
２
件
に
つ
い
て
は
、
審
査
の
結
果
、「
採
択
」

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
し
て
取

り
上
げ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

■ 12月議会定例会補正予算の状況

一 般 会 計
会　計　別

合　　　計

補  正  額 補正後の予算額

特　
　
別　
　
会　
　
計

６億４４９万円増
７万円増

0
３３６万円増

0
８０万円増
５０万円増
３１万円増
７５万円減

３８億６４１１万円
４億３６４３万円
７７２８万円

１億３９５８万円
１２２９万円
５億６６５万円
１６８６万円
１億９６万円
３７１２万円

６億８７８万円増 ５１億９１２８万円

国保（事業勘定）
国保（直診勘定）
簡易水道事業
村営バス事業
介 護 保 険
交 流 施 設
学 校 給 食
後期高齢者

■ 12月議会定例会補正予算の主な事業（一般会計）

○地方交付税
○国庫支出金
　公共土木施設災害復旧事業費負担金
　消防防災施設整備事業費
○県支出金
　強い農業・担い手づくり総合支援交付金
　農地等災害復旧事業費
○村債
　辺地対策事業債
　公共土木施設災害復旧事業債
　農林水産業施設災害復旧事業債

歳　　　　入
８４６１万円追加

 
２億１７００万円追加

６８９万円減額
 

１０７５万円追加
1億４２５０万円追加

 
７４０万円減額

１億２０００万円追加
７６０万円追加

○積立金 
　財政調整基金積立
　公有施設整備基金積立
　ふるさとづくり基金積立
○環境衛生費
　簡易水道事業特別会計繰出金
○農林水産業費
　森林環境税交付金事業
　備品購入（木製ロッカー６台、角椅子３０脚）
○消防費
　防火水槽設置工事
　防災無線修繕料
○災害復旧費
　公共土木施設災害復旧費
　農業施設災害復旧費

歳　　　　出

6441万円追加
２０２２万円追加
１２万円追加

 
３３６万円追加

 
 

９２万円追加
 

２０８６万円減額
 122万円追加

 
３億３２２５万円追加
１億６７９５万円追加

関 根 政 雄  村長

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
案
調
査
・
12
月
臨
時
議
会

3 さめがわ議会だより第159号

12月定例会の
あらまし

陳
　
情
　 

審
査
結
果

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加
入
を

求
め
る
陳
情
書

看
護
師
と
介
護
従
事
者
の
特
定
最
低
賃
金

新
設
を
求
め
る
陳
情
書

総
務・文
教
常
任
委
員
会

◆ 

付
託
委
員
会

採
択

◆ 

審
査
の
結
果　

全
員
賛
成
で
可
決

◆ 

本

会

議　

◆ 

陳

情

者

渡
邉 

一
夫

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会

会
長

産
業・厚
生
常
任
委
員
会

◆ 

付
託
委
員
会

採
択

◆ 

審
査
の
結
果　

全
員
賛
成
で
可
決

◆ 

本

会

議　

◆ 

陳

情

者

高
橋 

勝
行

福
島
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長
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議 案
調 査

　
提
出
さ
れ
た
令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
補
正
予
算
を
、
総
務
文
教
・
産
業
厚
生
両
常
任
委

員
会
合
同
で
調
査
し
ま
し
た
。

総務文教・産業厚生　両常任委員会による合同議案調査

停電時も使用可能な防災無線安定供給が必要な簡易水道 安全が求められるスクールバス

提出議案の
  説明を求める！！

総務文教
常任委員会

地
方
自
治
法
及
び
地
方
公
務
員
法

の
改
正
に
伴
い
条
例
を
制
定
す
る

答
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
制
定
は

問

消
防
費
の
需
用
費
1
2
2

万
円
は

塚
本
地
区
な
ど
防
災
無

線
の
修
繕
料

問答
小
学
校
需
用
費
の
修
繕
料

１
２
０
万
円
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
修
繕
料

問答

体
育
施
設
備
品
購
入
費

の
１２
万
円
は

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

５
セ
ッ
ト
の
購
入

問答
保
健
体
育
費
の
負
担
金

５
万
円
は

東
京
五
輪
の
聖
火
リ
レ
ー

実
施
協
議
会
負
担
金

問答

河
川
氾
濫
に
よ
る
渡
瀬
字
中
野
町

地
内
の
排
水
管
工
事

答
簡
易
水
道
施
設
排
水
管
保
護
工
事

３
０
０
万
円
は

問

産業厚生
常任委員会

中
小
企
業・小
規
模
企
業

振
興
基
金
条
例
制
定
は

中
小
企
業
等
の
地
域
経

済
活
性
化
の
た
め
制
定

問答
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
1
4
2
万
円
の
減

額
は

訪
問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の

利
用
者
の
減
少

問答

公
共
土
木
施
設
災
害
工

事
費
の
内
訳
は

青
生
野
字
大
犬
平
地
内

他
１６
ヶ
所

問答
農
業
施
設
災
害
復
旧
工

事
の
内
訳
は

赤
坂
西
野
字
荻
ノ
沢
地

内
他
５９
ヶ
所

問答

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
億
１
４
９
５
万
円

農
業
施
設
災
害
復
旧
工
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
５
１
９
５
万
円



■ 12月議会臨時会補正予算（一般会計）■ 12月議会臨時会補正予算（一般会計）

○農地等小災害復旧事業受益者分担金
○財政調整基金繰入金
　農地等小規模災害復旧支援事業費
　農業用施設小災害復旧事業費
　農地小災害復旧事業費
○村債
　農地等小災害復旧事業債

歳　　　　入
１９５万円追加

1400万円追加
３００万円追加
１００万円追加

８４０万円追加

○農林水産業費
　農地等小規模災害復旧支援事業補助金
○災害復旧費
　農業施設災害復旧費

歳　　　　出

１４００万円追加

１５２６万円追加

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ズ
バ
リ
！！
村
政
を
問
う
! 

一
般
質
問
　
北
條
利
雄
議
員

5 さめがわ議会だより第159号

水田への土砂流入被害

　臨時議会は、１２月２０日に招集され、「分担金
徴収条例の一部を改正する条例」の他に「令和
元年度一般会計補正予算」が上程され、全ての
議案を原案どおり可決しました。

12月
臨時
議会

▲ 村道唐露・葉貫線の通行を妨げる倒木被害

▲ 水田の畦畔崩落被害

村補助事業
　　80％に増額！
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出 席 議 員

森　　隆之 議員

堀川　照夫 議員

遠藤　貴人 議員

前田　雅秀 議員 関根　英也 議員星　 一 彌 議長

P 7

▪

▪

▪

森林環境譲与税の
使途と森林づくり
令和2年度予算編成の
基本方針と施策
公共施設等の公設
民営導入

北條  利雄

関根  浩治

▪
▪
▪
▪

豪雨災害復旧
村道整備
環境整備公社設立
次年度重要施策

P 8

前田  武久

▪

▪

小規模災害での
起債事業
砂利道の村道改良

P 9

登壇4人が
リズバ

村政を問う！
議員

　一般質問は、議員の日常活動を通じて、住民
の声や自身の考え方をもとに、村長、教育長
などの方針を問うものです。鮫川村議会は、一
人あたり９０分の制限時間内であれば、質問の回
数に制限はありません。

宗田  雅之

▪

▪

ふるさと教育、
キャリア教育の具体策
村中心地の空洞化策

P10

議会の進行



北
條 

利
雄 

議
員

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
関
根
浩
治
議
員
・
前
田
武
久
議
員

7 さめがわ議会だより第159号

　
森
林
は
、
山
林
の
保
全

や
水
資
源
の
涵
養
、
地
球

温
暖
化
防
止
な
ど
、
多
様

な
広
域
的
機
能
を
持
っ
て

い
る
。
そ
の
森
林
か
ら
豊

か
な
水
や
清
浄
な
空
気
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を

受
け
て
い
る
。
大
切
な
森

林
が
、
林
業
の
担
い
手
不

足
な
ど
か
ら
荒
廃
が
進
ん

で
お
り
、
財
源
確
保
に
資

す
る
森
林
環
境
譲
与
税

（
森
林
環
境
税
）が
配
分
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
使
途
の

内
容
と
、
導
入
を
契
機
と

す
る
本
村
の
適
切
な
森
林

の
整
備
や
効
果
的
な
森
林

づ
く
り
の
方
向
性
を
問
う
。

　
使
途
の
範
囲
は
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
幅
広
く

弾
力
的
に
事
業
を
実
施
で

き
る
。
間
伐
等
の
森
林
整

備
、
人
材
育
成
、
担
い
手

確
保
及
び
推
進
体
制
の
構

築
、
木
材
利
用
普
及
啓
発

な
ど
で
あ
る
。
森
林
再
生

事
業
と
の
関
係
、
取
り
組

む
森
林
管
理
の
意
向
調
査

や
モ
デ
ル
地
区
設
定
の
進

め
方
な
ど
、
近
隣
町
村
の

動
向
も
踏
ま
え
た
森
林
資

源
の
有
効
な
活
用
に
努
め
、

奥
久
慈
材
の
産
地
と
し
て

育
成
す
る
。

　
地
域
の
活
性
化
と
人
口

減
少
抑
制
を
め
ざ
す
地
方

創
生
の
取
り
組
み
、
自
然

災
害
に
対
す
る
防
災
・
減

災
対
策
な
ど
、
多
岐
に
渡

る
諸
課
題
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
原
油

価
格
の
高
騰
、
諸
物
価
の

値
上
げ
、
消
費
税
の
値
上

げ
な
ど
、
村
民
生
活
に
与

え
る
影
響
は
多
大
で
あ
る
。

歳
出
削
減
路
線
を
堅
持
す

る
と
同
時
に
地
方
再
生
の

施
策
を
重
視
す
る
こ
と
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
令
和
2
年
度

予
算
編
成
の
基
本
方
針
と

主
要
な
施
策
、
歳
入
歳
出

見
込
み
と
今
後
の
財
政
見

通
し
、
新
地
方
公
会
計
制

度
に
基
づ
く
財
務
緒
表
の

活
用
を
問
う
。

　
た
び
重
な
る
大
規
模
災

害
に
伴
い
、
一
般
財
源
の

確
保
は
厳
し
い
状
況
が
予

想
さ
れ
る
。
第
４
次
鮫
川

村
振
興
計
画
の
６
年
目
の

取
り
組
み
の
強
化
と
指
数

達
成
。
限
ら
れ
た
財
源
の

効
果
的
、
効
率
的
な
活
用
。

公
約
の
村
づ
く
り
８
項
目

の
実
現
。
村
民
の
暮
ら
し

や
現
場
の
声
を
受
け
止
め
、

改
善
や
問
題
解
決
に
取
り

組
む
姿
勢
を
指
示
。
財
務

緒
表
は
、
人
件
費
を
含
め

比
較
が
有
効
な
場
合
や
、

建
物
の
減
価
償
却
費
を
考

慮
し
比
較
す
る
場
合
な
ど

に
有
効
に
な
る
。
複
数
年

の
決
算
内
容
が
比
較
で
き

る
状
態
で
、
公
開
し
活
用

す
る
。

　
膨
大
な
費
用
を
要
す
る

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
等

の
維
持
・
更
新
は
、「
公
助
」

の
果
た
す
役
割
と
し
て
、

迅
速
に
取
り
組
む
重
要
な

課
題
。
公
民
連
携
と
い
う

官
民
が
連
携
し
て
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
を
行

う
手
法
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
等
の
改
修
、
維
持
保
全

を
効
率
的
・
効
果
的
に
進

め
る
可
能
性
が
あ
る
。
公

民
連
携
手
法
の
導
入
推
進

に
向
け
た
調
査
。
公
共
施

設
の
利
用
需
要
の
変
化
、

財
政
状
況
を
的
確
に
見
込

ん
だ
、
施
設
の
統
廃
合
や

維
持
管
理
も
含
め
た
公
共

施
設
の
適
正
配
置
。
民
間

の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

民
間
主
導
の
導
入
。
公
共

が
資
金
調
達
を
負
担
し
、

施
設
の
設
計
・
建
設
、
運

営
を
民
間
に
委
託
す
る
、

民
間
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
に
応
じ
て
公
共
が
料
金

を
支
払
う
公
設
民
営
の
導

入
を
問
う
。

　
鮫
川
村
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
は
、
現
状
や

課
題
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
健
全
で
持
続
的
可
能

な
財
政
運
営
を
実
現
し
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
活

用
す
る
基
本
方
針
が
あ

る
。
総
量
資
産
の
適
正
化
、

長
寿
命
化
の
推
進
、
民
間

活
力
の
導
入
で
あ
る
。
ご

指
摘
の
手
法
の
導
入
が
う

た
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

を
必
要
と
す
る
具
体
的
な

事
例
が
想
定
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
、
個
別
施
設
計

画
を
策
定
し
て
い
く
中
で
、

指
定
管
理
者
制
度
以
外
の

公
民
連
携
手
法
の
導
入
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
。

奥久慈木材流通センター貯木場

森林環境譲与税（森林環境税）の
使途と森林づくりを問う

奥久慈材の産地として育成する答

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

質 

問

質 

問

質 

問
問
公
共
施
設
等
の
公
設

民
営
の
導
入
を
問
う

答
個
別
施
設
計
画
策

定
の
中
で
検
討
す
る

問
令
和
2
年
度
予
算

編
成
の
基
本
方
針

と
施
策
を
問
う

答
財
源
の
効
果
的
、効

率
的
な
活
用
な
ど

を
指
示



　
台
風
１９
号
と
そ
の
後
の

豪
雨
災
害
に
よ
る
本
村
で

の
被
害
復
旧
状
況
に
つ
い

て
、
ま
た
次
年
度
作
付
け

に
支
障
の
な
い
整
備
と
現

況
は
。

　
公
共
土
木
災
害
復
旧
事

業
で
、
河
川
１５
箇
所
、
道

路
１２
箇
所
の
計
２７
箇
所
。

農
地
等
災
害
復
旧
事
業

が
、
水
田
３８
箇
所
、
畑
４

箇
所
、
河
川
堰
１
箇
所
、

水
路
２４
箇
所
、
農
道
７
箇

所
の
計
７４
箇
所
を
災
害
復

旧
事
業
と
し
て
工
事
発
注

し
た
い
。

　
農
地
等
小
規
模
災
害
復

旧
事
業
で
、
２
分
の
１
助

成
に
つ
い
て
の
起
債
事
業

の
取
組
み
は
。

　

１１
月
２５
日
か
ら
一
週
間

の
受
付
状
況
は
６９
件
。
今

後
、
申
請
件
数
が
増
加
す

る
の
で
は
。
村
一
括
発
注

工
事
で
春
先
ま
で
の
完
了

困
難
で
、
内
部
検
討
の
結

果
、
断
念
し
た
。

　
国
庫
補
助
起
債
事
業
断

念
で
、
公
共
土
木
災
害
復

旧
対
象
被
害
者
、
農
地
等

小
規
模
災
害
復
旧
対
象
者

と
の
、
受
益
者
負
担
で
不

公
平
感
が
あ
り
、
村
民
の

財
産
及
び
村
財
産
を
適
正

な
仕
事
に
よ
り
守
る
の
が
、

役
場
職
員
及
び
議
員
の
仕

事
で
あ
り
、
再
度
検
討
を

求
め
る
。

　
被
害
者
の
不
公
平
は
指

摘
の
通
り
で
、
起
債
適
用

工
事
該
当
に
な
る
か
受
付

状
況
を
鑑
み
、
激
甚
災
害

特
例
小
規
模
災
害
事
業

を
、
再
度
検
討
す
る
。

　
村
道
官
沢
・
余
所
内
線

の
２
車
線
改
良
計
画
と
、

村
道
浅
川
・
菅
ノ
目
線
の

舗
装
補
修
整
備
計
画
は
。

　
平
成
８
年
１２
月
陳
情
受

理
し
た
が
、
財
政
事
情
に

よ
り
未
実
施
。
今
後
は
交

付
金
事
業
活
用
で
、
浅
川

線
も
同
事
業
活
用
で
実
施

検
討
す
る
。

　
村
道
の
宝
木
地
内
Ｔ
字

路
交
差
点
取
付
け
急
勾
配

解
消
は
。

　
現
況
を
勘
案
の
上
、
一

時
停
止
で
き
る
勾
配
の
解

消
、
路
面
処
理
等
の
方
策

実
施
す
る
。
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関
根 

浩
治 
議
員

台風及び豪雨災害復旧と
　　　次年度重要施策を問う
災害復旧事業と担い手、創業、
　　　人材育成、雇用促進を図る答

問

　
環
境
整
備
公
社
設
立
は
。

　
本
村
の
現
状
を
踏
ま
え
、

農
地
荒
廃
防
止
や
、
集
落

間
共
同
作
業
を
通
し
た
集

落
環
境
の
諸
活
動
支
援
、

農
作
業
支
援
、
環
境
維
持
、

生
活
支
援
ニ
ー
ズ
を
束
ね
、

雇
用
の
促
進
を
含
め
設
立

に
向
け
て
検
討
を
重
ね
る
。

　
中
山
間
直
接
支
払
制
度

の
次
年
度
取
組
み
に
向
け

た
事
務
軽
減
策
と
し
て
、

部
落
担
当
制
を
問
う
。

　
村
民
に
役
立
つ
職
員
教

育
と
担
当
制
も
つ
け
な
が

ら
、
新
し
い
中
山
間
直
接

支
払
制
度
の
加
入
促
進
を

図
る
。

　
基
幹
産
業
と
し
て
の
畜

産
振
興
と
農
業
、林
業
、商

工
業
の
重
要
施
策
方
針
は
。

　
農
家
の
高
齢
化
に
伴
う
肉

牛
管
理
ヘ
ル
パ
ー
制
度
導

入
、
担
い
手
育
成
支
援
制
度

を
活
用
し
、
畜
産
振
興
策
を

講
じ
る
。
若
者
等
の
農
業
就

農
支
援
、
林
業
再
生
事
業
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
、

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
基
本
計
画
条
例
に
基
づ

い
た
創
業
支
援
、人
材
育
成
、

雇
用
の
促
進
策
を
進
め
る
。

　
高
齢
者
優
良
貸
付
制
度

の
予
算
増
額
と
貸
付
対
象

農
家
上
限
枠
拡
大
と
新
技

術
導
入
を
問
う
。

　
優
良
貸
付
制
度
と
補
助

金
規
制
緩
和
提
案
は
、
価

格
安
定
時
で
の
支
援
策
の

検
討
を
す
る
。

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

質 

問

質 

問

質 

問

質 

問

問
環
境
整
備
公
社
設

立
は

答
雇
用
促
進
含
め
、

設
立
を
検
討
す
る

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

問
村
道
整
備
を
問
う

答
交
付
金
事
業
実
施

で
進
め
る

問
次
年
度
重
要
施
策
を
問
う

答
若
者
支
援
、創
業

支
援
、人
材
育
成
、

雇
用
促
進
を
図
る

早期復旧が望まれる台風１９号被災箇所



前
田 

武
久 

議
員

小規模災害は有利な
　　　起債事業の取組を

国庫補助金と村単独事業で復旧答

問

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
宗
田
雅
之
議
員
・
村
民
の
広
場

　
災
害
復
旧
に
つ
い
て

 

一
、
激
甚
災
害
認
定
件
数

　
　
の
把
握
と
、
復
興
作

　
　
業
の
進
捗
状
況
は

ニ
、
単
独
事
業
の
件
数
、

　
　
農
地
施
設
等
を
伺
う

三
、
来
春
耕
作
可
能
へ
の

　
　
取
組
み
を

四
、
単
独
事
業
へ
の
申
請

　
　
支
援
指
導
を
伺
う

　　
国
庫
補
助
事
業
の
公
共

土
木
施
設
、
農
業
施
設
、

村
単
独
の
農
地
等
の
小
規

模
事
業
、
住
宅
背
後
等
で

２５
件
、
住
宅
再
建
１
件
、

自
力
施
工
２７
件
。
申
請
は

自
主
的
に
２
月
末
ま
で
受

付
け
る
。

　
手
続
き
指
導
を
親
切
に

行
う
べ
き
。
農
家
負
担
５０

%
で
な
く
、
１
%
で
済
む

起
債
事
業
を
活
用
す
べ
き

と
進
言
し
て
い
る
が
、な
ぜ

出
来
な
い
の
か
。
国
か
ら

の
激
甚
通
達
が
あ
っ
た
は

ず
。

　

１２
月
中
旬
頃
ま
で
申
請

と
通
達
が
あ
っ
た
が
、
事

務
の
手
続
き
が
間
に
合
わ

な
い
と
判
断
し
、
２
万
円

か
ら
４０
万
円
を
５０
％
補
助

で
進
め
て
い
る
。

　
本
村
で
の
小
規
模
災
害

は
負
担
額
の
少
な
い
有
利

な
事
業
に
取
り
組
ま
ず
、

負
担
額
５０
%
と
な
る
。
大

変
な
不
公
平
を
生
む
た

め
、
国
県
に
申
請
期
間
の

是
正
、
緩
和
を
求
め
る
努

力
を
す
べ
き
。

　
有
利
な
起
債
事
業
で
と

何
度
も
協
議
し
た
が
、
工

期
内
未
完
成
を
想
定
し

断
念
し
た
。
し
か
し
、
区

長
会
や
農
業
委
員
会
か
ら

の
要
望
、
前
田
議
員
か
ら

の
質
問
を
受
け
、
単
独
事

業
補
助
額
を
８０
％
に
引
き

上
げ
た
い
。
今
後
、
臨
時

議
会
を
開
催
し
承
認
を
得

た
い
。

　
公
共
工
事
（
４０
万
円
以

上
）の
復
旧
、
工
期
の
見

通
し
は
。

　
工
期
は
3
月
末
で
切
り
、

金
額
が
大
き
く
な
る
件
は

繰
越
し
と
な
る
。

　
村
道
唐
露
・
葉
貫
線
は

歴
史
あ
る
主
要
道
で
あ
る

が
、
他
の
村
道
と
比
較
し

て
改
良
が
遅
れ
、
現
在
も

急
坂
、
砂
利
道
で
あ
る
。

戸
草
か
ら
唐
露
、
遠
ヶ
竜
、

古
殿
に
至
る
生
活
道
で
あ

り
、
過
去
に
何
度
も
質
し

て
お
り
、
改
良
の
必
要
性

を
重
じ
て
い
る
。

　
当
村
道
は
平
成
３
年
に

唐
露
集
落
の
一
部
を
整

備
、
未
改
良
部
分
１.８
キ
ロ

に
つ
い
て
は
費
用
対
効
果

で
採
択
さ
れ
な
い
。

　
質
問
の
度
、
経
費
が
か

か
る
。
善
処
す
る
と
の
答

弁
。
砂
利
道
で
残
る
村
道

は
数
路
線
。
今
ま
で
の
改

良
検
討
協
議
内
容
の
報
告

を
求
め
る
。

　
葉
貫
の
通
勤
道
と
し
て

大
切
な
村
道
。
国
、
営
林

署
と
の
併
用
道
路
と
な
っ

て
い
る
が
、
他
の
村
道
の

難
所
地
区
を
現
状
舗
装
し

た
経
過
も
あ
る
。
改
良
の

見
通
し
を
前
向
き
に
進
め

た
い
。

　
葉
貫
で
唯
一
の
生
活
道

の
改
良
を
、
住
民
は
新
村

長
に
期
待
し
て
い
る
。

　
生
活
基
盤
の
整
備
を
怠

る
こ
と
で
、
村
を
あ
と
に

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

住
民
の
望
み
を
果
た
す
こ

と
を
視
点
に
置
く
こ
と
が
、

私
の
偽
り
の
な
い
心
の
内

で
あ
る
。
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再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

問
砂
利
道
の
村
道
改

良
に
つ
い
て

答
前
向
き
に
改
良
を

進
め
た
い

河川氾濫による水田への土砂流入

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）



宗
田 

雅
之 
議
員

　
村
づ
く
り
は
人
づ
く
り

の
基
、
村
長
の
考
え
る
ふ

る
さ
と
教
育
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
へ
の
思
い
、
具
体
策

を
伺
う
。

　
学
歴
、
学
力
重
視
の
教

育
だ
け
で
は
な
く
、
実
社

会
で
も
活
用
で
き
る
、
問

題
へ
の
解
決
力
、
交
渉
力
、

判
断
力
を
養
う
こ
と
が
今

求
め
ら
れ
る
教
育
と
考
え

る
。
そ
の
為
の
村
の
歴
史
、

文
化
、
産
業
へ
の
学
び
、

人
生
学
を
積
ん
だ
方
、
有

識
者
か
ら
の
学
び
を
通
し

て
、
諸
問
題
へ
の
対
応
な

ど
、
自
主
性
、
自
立
性
を

高
め
る
こ
と
で
、
社
会
人

と
し
て
求
め
ら
れ
る
人
間

性
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。

　
ふ
る
さ
と
教
育
の
中
で

村
の
歴
史
、
文
化
を
継
承

し
、
未
来
へ
繋
い
で
い
く

為
に
も
歴
史
民
俗
資
料
館

の
存
在
は
大
事
で
あ
る
。

利
用
状
況
は
。

　
場
所
的
な
面
も
あ
り
、

利
用
状
況
が
少
な
い
と
感

じ
て
い
る
。
視
察
入
館
で

き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会

を
通
じ
て
考
え
て
い
く
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
趣
旨

は
、
様
々
な
教
育
活
動
を

通
し
て
一
人
一
人
の
基
礎

的
、
応
用
的
能
力
の
発
達

や
育
成
、
職
業
人
と
し
て

の
自
立
を
促
す
こ
と
が
最

大
の
目
的
で
あ
る
と
聞
く

が
、
指
導
に
当
た
る
方
々
、

教
育
委
員
会
な
ど
の
対
応

と
育
成
は
。

　
村
全
体
で
子
供
を
育
て

る
と
い
う
意
識
が
な
い
限

り
、
子
供
た
ち
は
育
た
な

い
。
今
の
と
こ
ろ
不
在
で

あ
る
が
、
教
育
長
の
手
腕

に
も
か
か
る
と
こ
ろ
。
今

後
、
教
育
長
の
人
事
に
お

い
て
は
、
し
か
る
べ
き
時

期
が
来
た
と
き
に
人
事
案

件
と
し
て
提
出
し
た
い
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
で
、

個
々
に
指
導
す
る
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
聞
く

が
、
対
応
は
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
趣
旨
、

方
針
を
組
み
立
て
る
中
で
、

人
材
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
骨
格
を
つ
く
る
。

　
中
心
地
の
空
洞
化
策
は

以
前
に
も
何
度
か
質
し
て

い
る
が
、
空
き
家
、
空
き

地
が
目
立
ち
、
防
犯
や
防

災
上
も
大
変
危
惧
さ
れ

る
。
一
日
も
早
い
対
応
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
人
口
減
少
、
空
き
家
対

策
は
最
優
先
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
防
犯
や
景
観

保
全
を
勘
案
し
な
が
ら
、

所
有
者
の
意
向
を
確
認
し

た
上
で
講
じ
て
い
く
。
ま

た
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、

空
き
家
バ
ン
ク
等
を
利
用

し
て
、
情
報
の
提
供
と
広

報
を
高
め
る
な
ど
の
協
議

を
重
ね
て
い
く
。

　
小
学
校
周
辺
に
防
犯
、

防
災
上
も
危
険
が
伴
う
空

き
家
が
存
在
す
る
。
現
状

を
把
握
し
て
、
対
策
を
急

ぐ
べ
き
。

　
危
険
な
建
物
が
あ
る
の

は
確
認
し
て
い
る
。
地
主

と
相
談
し
な
が
ら
早
急
な

対
応
を
す
る
。

質 

問

質 

問

キャリア（経験）を活かして将来を見据えるキャリア教育
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社会人としての豊かな人間性の育成

ふるさと教育、キャリア教育の
　　　　　　　　 具体策を問う

答

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

問
村
中
心
地
の
空
洞

化
策
を
伺
う

答
防
犯
や
景
観
保
持

を
勘
案
し
な
が
ら

対
策
を
講
じ
る



村民の広場

鮫川村スポーツ少年団
学童野球部

～スポーツクラブの紹介～

　地域の皆様には、日頃よりスポーツ少年団の活
動にご理解とご協力を賜りまして深く御礼申し上
げます。学童野球部は現在１年生から６年生まで
男女２１名で活動しています。
　野球部というと「厳しい・辛い・勝利至上主義」

など負のイメージを持たれる方もいらっしゃるかも
しれませんが、私たちのチームは「野球を楽しむ」
をモットーに明るく、楽しく、笑顔で、雰囲気良く
活動しております。
　昨年７月に行われた「マクドナルド杯」では、県
南予選を勝ち抜き県大会に出場。県大会では強
豪を次々に撃破し、開成山（ヨークスタジアム）
で行われた準決勝まで進み、福島県３位という成
績を収めました。しかし、この輝かしい成績を残
した６年生も２月に卒団し、団員１４名と減少して
しまいます。野球に興味のある方はぜひ体験にお
越しください。お待ちしております。

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い 

シ
リ
ー
ズ
35
で
す

11 さめがわ議会だより第159号

◆ 活動日：火曜・木曜
◆ 代表者：部 長 関根  成人
　　　　　監 督 石井  清洋　　　
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ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
行
わ
れ
た
福
島
県
町
村
議
会
議
員

研
修
会
に
て
、
明
治
大
学
地
域
行
政
学
科
長 

牛
山
久
仁
彦 

教
授

か
ら
「
町
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を

学
び
ま
し
た
。 議

会
議
員
研
修



さ
め
が
わ

議
会
だ
よ
り
№
159

令
和
2年
2月
発
行

■
編
集
者
　
議
会
広
報
委
員
会

■
発
　
行
　
福
島
県
鮫
川
村
議
会

〒
963ｰ8401　

鮫
川
村
大
字
赤
坂
中
野
字
新
宿
39番

地
5

TE
L 0247ー

49ー
3115　

FA
X
 0247ー

49ー
3363
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。〝
一
年
の
計
は
元
旦

に
あ
り
〞令
和
二
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

新
た
な〝
夢
〞と〝
希
望
〞を
描
い
て

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

漢
字「
令
」に
は
、立
派
な
、お
め

で
た
い
、喜
ば
し
い
と
い
う
意
味

が
あ
る
よ
う
で
す
。新
し
い
時
代

の
始
ま
り
と
し
て「
令
和
」に
ふ
さ

わ
し
い
村
議
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。　　
（
広
報
編
集
委
員
）

編
集
後
記

シリーズ35ふるさと鮫川への想い

関根  和男 さん
埼玉県川口市在住
（西山字戸倉出身）

ふ
る
さ
と
を
想
う
と
き

　

柿
の
木
の
苗
木
を
７
年
前

に
手
に
入
れ
た
の
が
、今
年
に

な
っ
て
10
数
個
の
大
き
な
実

を
付
け
ま
し
た
。ふ
り
返
る
と

62
年
前
、お
家
の
事
情
で
白

河
か
ら
独
り
で
東
北
本
線
で

上
京
す
る
こ
と
と
な
り
、故
郷

が
脳
裏
か
ら
離
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

鮫
川
村
役
場
に
は
親
父
と

兄
貴
が
勤
務
し
て
い
た
経
緯

も
あ
り
、幼
少
の
頃
は
兄
貴
の

い
る
役
場
に
２
、３
度
、行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
頃
の
役
場
は
現
在
ほ

ど
立
派
で
は
な
く
、平
屋
建
て

で
近
く
に
石
材
屋
が
あ
っ
た

よ
う
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

　

西
山
の
戸
倉
部
落
に
生
ま

れ
育
ち
、当
時
は
家
族
も
大

世
帯
で
し
た
。上
京
し
て
か
ら

田
舎
に
帰
る
の
は
数
年
に
一

度
く
ら
い
で
、そ
の
都
度…

ふ

る
さ
と
を
想
う
と
き…
四
季

折
々
の
山
河
の
せ
せ
ら
ぎ
、草

花
、
適
度
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

等
、数
え
た
ら
き
り
が
な
く
何

生年月日　昭和１６年１０月１６日生
昭和３３年　日大附属東北高校中退
昭和３７年　都立赤羽高校卒業
昭和３７年　公認会計士事務所入所
昭和５４年　同事務所退所
昭和５４年　株式会社 ユタカ工業 総務課
　　　　　 関根事務所（経営コンサルト）設立

◆ プロフィール

議会傍聴に
来てくんちナイ！

3月定例議会は
3月中旬の予定です。

ゆうきくんからのお願い

と
も
言
え
な
い
自
然
は
今
も

忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

時
代
の
流
れ
は
余
り
に
も

早
く
、戸
倉
部
落
で
も
当
時

は
八
世
帯
ほ
ど
あ
り
ま
し
た

が
、最
近
は
そ
の
半
数
が
空
き

家
と
化
し
、社
会
現
象
と
思

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

ふ
る
さ
と
は
、地
元
鮫
川
の

皆
さ
ま
で
守
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。




